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はじめに

　
　
　
は
じ
め
に

　
本
書
『
瀬
戸
内
の
中
世
2
　
生
産
・
流
通
・
港
津
』
で
は
、
中
世
の
瀬
戸
内
地
域
に
お
け
る
生
産
と
流
通
に
関
す
る
問
題
を
取
り
上
げ

る
。
シ
リ
ー
ズ
の
も
う
一
冊
『
瀬
戸
内
の
中
世
1
　
権
力
・
城
館
・
寺
社
』
が
、
お
も
に
領
主
・
宗
教
勢
力
に
よ
る
地
域
支
配
に
関
わ
る

事
象
を
取
り
上
げ
る
の
に
対
し
て
、
本
書
で
は
社
会
経
済
史
の
視
点
か
ら
、
地
域
に
暮
ら
す
人
々
の
生
活
を
支
え
た
生
産
と
流
通
が
地
域

社
会
を
ど
の
よ
う
に
形
づ
く
っ
て
い
た
の
か
に
焦
点
を
あ
て
る
。

　
あ
ら
た
め
て
指
摘
す
る
ま
で
も
な
く
、
中
世
瀬
戸
内
地
域
を
め
ぐ
る
社
会
経
済
史
研
究
は
、
文
献
史
学
と
考
古
学
、
さ
ら
に
は
歴
史
地

理
学
や
民
俗
学
な
ど
多
く
の
分
野
が
連
携
し
た
学
際
研
究
が
活
発
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
、
多
く
の
成
果
を
上
げ
て
き
た
。
文
献
史
学
に

よ
る
荘
園
史
、
交
通
・
流
通
史
研
究
を
基
盤
に
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
は
瀬
戸
内
海
沿
岸
各
地
で
生
産
・
消
費
遺
跡
の
発
掘
調
査
が
進
展

し
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
に
は
文
献
史
学
と
考
古
学
の
研
究
成
果
を
総
合
化
す
る
研
究
が
進
め
ら
れ
て
き
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
以
降
に
な

る
と
、『
中
世
西
日
本
の
流
通
と
交
通
』（
橋
本
久
和
・
市
村
高
男
編
、
高
志
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）、『
中
世
瀬
戸
内
海
の
流
通
と
交
流
』（
柴

垣
勇
夫
編
、
塙
書
房
、
二
〇
〇
五
年
）、『
考
古
学
と
室
町
・
戦
国
期
の
流
通
』（
日
本
中
世
土
器
研
究
会
編
、
高
志
書
院
、
二
〇
一
一
年
）な
ど

の
優
れ
た
成
果
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
本
書
も
こ
う
し
た
成
果
を
継
承
し
つ
つ
、
近
年
の
調
査
・
研
究
の
動
向
な
ど
も
ま
じ
え
な
が
ら
、

当
該
領
域
の
研
究
の
さ
ら
な
る
進
展
を
め
ざ
す
も
の
で
あ
る
。
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ま
ず
「
第
1
部
　
流
通
体
系
の
交
錯
」
で
は
、
瀬
戸
内
海
沿
岸
各
地
に
立
地
す
る
流
通
・
交
易
の
拠
点
と
な
る
港
津
に
注
目
し
、
そ
れ

ら
の
流
通
・
交
易
機
能
が
地
域
社
会
の
形
成
に
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
。
綿
貫
友
子
「
瀬
戸
内
海
東
部

の
流
通
を
め
ぐ
っ
て
」
は
、『
兵
庫
北
関
入
船
納
帳
』
の
再
検
討
を
と
お
し
て
周
辺
の
諸
港
湾
と
の
関
係
を
描
き
出
し
、
摂
津
国
兵
庫
津

を
核
と
す
る
瀬
戸
内
海
東
部
の
経
済
圏
が
、
よ
り
広
範
な
経
済
圏
へ
と
い
か
に
連
鎖
し
て
い
く
か
を
復
元
す
る
。
本
多
博
之
「
中
近
世
移

行
期
の
厳
島
門
前
町
と
町
衆
」
は
、
安
芸
国
厳
島
神
社
の
門
前
町
が
瀬
戸
内
海
流
通
の
拠
点
と
し
て
果
た
し
た
役
割
を
示
す
と
と
も
に
、

そ
の
担
い
手
で
あ
っ
た
町
衆
の
活
動
に
大
名
権
力
や
海
賊
衆
が
ど
の
よ
う
に
関
与
し
た
か
を
論
じ
る
。
前
田
徹
「
中
世
播
磨
の
港
津
と
物

流
―
英
賀
と
書
写
坂
本
―
」
は
、
播
磨
国
姫
路
を
核
と
す
る
水
陸
交
通
の
展
開
を
復
元
す
る
な
か
か
ら
、
地
域
経
済
圏
の
具
体
的
な
姿
を

描
き
出
し
て
い
る
。
大
上
幹
広
「
瀬
戸
内
海
の
海
賊
衆
と
室
町
・
戦
国
期
の
流
通
」
は
、
芸
予
諸
島
を
拠
点
に
活
動
し
た
海
賊
衆
の
流
通

へ
の
関
与
と
、
権
力
と
の
関
係
を
概
観
す
る
。

　
つ
づ
く
「
第
2
部
　
港
湾
と
流
通
」
で
は
、
備
後
国
の
尾
道
・
草
戸
、
伊
予
国
の
今
治
と
い
う
港
湾
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
港
湾

を
と
り
ま
く
流
通
の
あ
り
方
を
探
る
。
西
井
亨
「
中
世
尾
道
に
お
け
る
瓦
の
流
通
」
は
、
瀬
戸
内
海
を
代
表
す
る
港
湾
で
あ
る
尾
道
お
よ

び
周
辺
地
域
の
中
世
寺
院
で
使
用
さ
れ
た
瓦
の
型
式
分
類
に
基
づ
き
、
瓦
の
広
範
囲
に
お
よ
ぶ
需
給
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
、
工
人
や
製

品
が
移
動
す
る
実
態
を
示
す
。
鈴
木
康
之
「
草
戸
千
軒
町
遺
跡
と
土
器
・
陶
磁
器
の
流
通
」
は
、
芦
田
川
河
口
の
港
湾
集
落
遺
跡
と
し
て

知
ら
れ
る
草
戸
千
軒
町
遺
跡
に
お
け
る
土
器
・
陶
磁
器
の
出
土
比
率
を
分
析
し
、
こ
の
集
落
に
も
た
ら
さ
れ
た
消
費
財
の
変
遷
と
、
そ
こ

か
ら
復
元
で
き
る
瀬
戸
内
地
域
に
お
け
る
流
通
体
制
の
変
化
を
論
じ
る
。
藤
本
誉
博
「
中
世
の
今
治
」
は
、
伊
予
府
中
の
地
域
構
造
を
空

間
的
に
分
析
し
、
今
治
と
い
う
港
湾
に
多
様
な
地
域
勢
力
が
競
合
し
つ
つ
関
与
す
る
姿
を
描
き
出
し
て
い
る
。

　
最
後
の
「
第
3
部
　
鉄
と
焼
き
物
」
で
は
、
瀬
戸
内
海
を
行
き
交
っ
た
物
資
の
な
か
か
ら
鉄
と
焼
き
物
を
取
り
上
げ
、
そ
の
生
産
と
流

通
の
検
討
を
と
お
し
て
瀬
戸
内
地
域
の
特
質
を
描
き
出
す
。
安
間
拓
巳
「
中
国
地
方
に
お
け
る
鉄
の
生
産
と
流
通
」
は
、
近
年
そ
の
研
究

が
大
き
く
進
展
し
た
中
国
山
地
に
お
け
る
中
世
の
鉄
生
産
の
発
展
過
程
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、
工
人
集
団
と
領
主
権
力
と
の
関
係
、
さ
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ら
に
は
生
産
さ
れ
た
鉄
素
材
の
流
通
に
関
す
る
問
題
を
論
じ
る
。
亀
澤
一
平
「
鉄
製
品
の
流
通
と
鍛
冶
遺
構
―
河
後
森
城
跡
出
土
鉄
製
品

を
中
心
に
―
」
は
、
河
後
森
城
跡（
愛
媛
県
松
野
町
）か
ら
出
土
し
た
鍛
冶
関
係
遺
物
を
含
む
鉄
製
品
の
分
析
結
果
を
紹
介
し
、
作
事
の
た

め
の
鉄
素
材
と
し
て
砲
弾
が
城
内
に
持
ち
込
ま
れ
た
こ
と
、
そ
の
流
通
の
背
景
に
豊
後
・
大
友
氏
と
の
関
係
が
あ
っ
た
可
能
性
を
論
じ
る
。

石
井
啓
「
備
前
焼
の
生
産
と
流
通
」
は
、
中
世
後
期
を
中
心
に
広
く
列
島
に
流
通
し
た
備
前
焼
の
窯
跡
の
分
布
や
窯
構
造
の
変
遷
を
た
ど

り
、
中
世
社
会
に
備
前
焼
が
果
た
し
た
役
割
を
考
察
す
る
。
首
藤
久
士
「
瀬
戸
内
地
域
に
お
け
る
瓦
質
土
器
の
生
産
と
流
通
」
は
、
瀬
戸

内
海
沿
岸
各
地
に
分
布
す
る
瓦
質
土
器
の
系
譜
を
窯
跡
の
構
造
や
製
品
の
分
布
か
ら
考
察
し
、
そ
の
地
域
的
特
質
を
描
き
出
す
。

　
さ
て
、
中
世
瀬
戸
内
海
の
流
通
を
め
ぐ
っ
て
は
、
畿
内
を
中
心
と
す
る
求
心
的
な
流
通
構
造
が
佐
々
木
銀
弥
氏
、
脇
田
晴
子
氏
ら
に
よ

っ
て
提
示
さ
れ
る
一
方（
佐
々
木
銀
弥
『
中
世
商
品
流
通
史
の
研
究
』
法
政
大
学
出
版
局
、
一
九
七
二
年
、
脇
田
晴
子
『
日
本
中
世
商
業
発
達
史
の

研
究
』
校
倉
書
房
、
一
九
六
九
年
）、
鈴
木
敦
子
氏
に
よ
っ
て
地
域
拠
点
を
核
と
す
る
経
済
圏
が
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
論
じ
ら
れ
た（
鈴
木

敦
子
『
日
本
中
世
社
会
の
流
通
構
造
』
校
倉
書
房
、
二
〇
〇
〇
年
）。
さ
ら
に
、
そ
の
後
の
中
世
考
古
学
研
究
の
進
展
は
、
窯
業
製
品
に
代
表

さ
れ
る
広
域
流
通
の
実
態
を
提
示
し
、
求
心
し
な
い
物
資
の
流
通
網
が
列
島
全
域
を
覆
っ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
現
在
で
は
、

求
心
的
経
済
構
造
と
地
域
経
済
圏
と
は
相
互
に
連
鎖
・
補
完
し
な
が
ら
列
島
の
経
済
を
構
成
し
て
い
た
と
す
る
理
解
が
一
般
的
で
あ
ろ
う
。

現
状
で
の
課
題
と
し
て
は
、
個
別
の
地
域
経
済
圏
の
具
体
的
な
あ
り
方
や
、
そ
う
し
た
地
域
経
済
圏
が
相
互
に
ど
の
よ
う
に
関
連
し
な
が

ら
広
域
流
通
圏
へ
と
連
鎖
し
、
列
島
の
流
通
圏
を
構
成
し
た
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
そ
こ
に
求
心
的
な
流
通
を
位
置
づ
け
る

こ
と
、
さ
ら
に
は
そ
の
時
期
的
変
遷
、
あ
る
い
は
流
通
に
関
与
し
た
人
々
の
活
動
の
実
態
や
権
力
と
の
関
係
な
ど
の
諸
点
を
挙
げ
る
こ
と

が
で
き
る
。

　
文
献
史
学
と
考
古
学
な
ど
の
協
働
は
多
様
な
成
果
を
も
た
ら
し
た
が
、
そ
れ
ら
の
成
果
が
必
ず
し
も
焦
点
の
合
っ
た
流
通
の
イ
メ
ー
ジ

を
描
き
出
し
て
い
る
わ
け
で
も
な
い
。
た
と
え
ば
、
文
献
史
学
の
立
場
か
ら
流
通
を
論
じ
る
場
合
、
残
存
す
る
史
料
の
密
度
か
ら
、
時
代
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的
に
は
中
世
後
期
に
軸
足
を
置
く
議
論
が
中
心
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
一
方
の
考
古
学
に
お
い
て
も
、
中
世
前
期
に
は
広
域
に
流
通
す
る

製
品
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き
を
追
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
が
、
中
世
後
期
に
は
地
域
ブ
ロ
ッ
ク
ご
と
の
多
様
な
製
品
の
存
在
は
確
認
で

き
る
も
の
の
、
産
地
が
同
定
で
き
な
い
製
品
も
多
く
、
具
体
的
な
流
通
構
造
の
復
原
に
向
け
て
は
課
題
も
多
い
。

　
こ
れ
ら
の
課
題
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
ま
ず
は
時
代
ご
と
、
地
域
ご
と
の
物
資
の
生
産
・
流
通
の
実
態
を
丹
念
に
復
元
す
る
作
業
の

蓄
積
が
不
可
欠
か
と
思
わ
れ
る
。
本
書
に
お
い
て
も
、
兵
庫
津
・
厳
島
・
姫
路
・
尾
道
・
草
戸
・
今
治
と
い
っ
た
地
域
の
拠
点
を
取
り
上

げ
、
そ
れ
ら
の
拠
点
が
周
辺
地
域
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
取
り
結
ん
で
い
た
か
を
検
討
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、
地
域
経
済
圏
の
領
域
を

越
え
て
広
が
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
関
係
を
探
求
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
列
島
全
域
に
連
鎖
し
て
い
く
流
通
網
を
復
元
す
る
た
め
の
手

が
か
り
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
は
『
瀬
戸
内
の
中
世
1
』
と
も
関
連
す
る
テ
ー
マ
で
あ
る
が
、
権
力
に
よ
る
流
通
へ
の
関
与
の
あ
り
方
も
重
要
な
課
題
で
あ
る
。

と
く
に
瀬
戸
内
海
に
お
い
て
は
陸
上
の
領
主
の
原
理
の
み
な
ら
ず
、
海
賊
に
代
表
さ
れ
る
海
の
領
主
の
原
理
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
本

書
で
も
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
瀬
戸
内
海
流
通
の
特
質
を
論
じ
る
に
際
し
て
は
避
け
る
こ
と
の
で
き
な
い
課
題
で
あ
る
。

　
い
ず
れ
に
せ
よ
、
瀬
戸
内
海
を
め
ぐ
る
中
世
の
生
産
・
流
通
は
、
特
定
の
拠
点
に
流
通
網
が
集
約
さ
れ
る
単
純
な
構
造
で
は
な
く
、
複

数
の
拠
点
が
相
互
に
補
完
、
あ
る
い
は
競
合
し
な
が
ら
地
域
社
会
を
支
え
る
多
面
的
・
複
合
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

そ
の
複
雑
さ
に
対
し
て
、
こ
こ
で
言
及
で
き
た
点
は
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
も
の
に
過
ぎ
な
い
が
、
本
書
の
成
果
が
今
後
の
さ
ら
な
る
研

究
の
契
機
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　
　
　
二
〇
二
五
年
三
月
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